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２０２２年４月２６日 

特別講座激動の幕末・明治維新史科の第三回講義が４月２６日(火)開催されました。入口でマス

ク着用確認・検温・手消毒を受けました。９時５５分から全員起立で、クラス代表田之口 1班班長

の「よろしくお願いします」のご発声ではじまった。中村武生先生の講義を下記の通りレジメとパワー

ポイントで受講しました。今回は、『安政の大獄、桜田門外の変、坂下門外の変』です。初めに前回

の振り返りと講義の中で先生のお話も雄弁にお話し頂き、次回の積み残しは久世・安藤政権からで

す。連休明けの講義が楽しみになります。講義終了時はクラス代表田之口 1班班長の全員起立で

「ありがとうございました。」と言い、お辞儀をしました。 

<レジメ> 

・前週の振り返りと積み残しのおさらい 

・堀田正睦・将軍継嗣と日米和親条約と日米修好通商条約についての説明 

〇安政の大獄 

・安政５年(１８５８)８月８日、伝奏万里小路井正房が水戸徳川家京都留守居役鵜飼吉左衛門を

呼び勅書降下。水戸家臣日下部伊佐次が三条実萬に内願して実現。嫡男(留守居見習)鵜飼幸

吉と日下部が江戸小石川屋敷に運ぶ。徳川公儀にも勅書降下、当該問題の「群議評定」を命じ

た。「列藩」(主に西国の外様大名、「十三藩賜勅」、近衛家⇒尾張・薩摩・津藤堂、一条⇒肥後・

土浦土屋、鷹司⇒加賀・長州・阿波、三条⇒土佐・越前・因幡、二条⇒筑前)にも写しが届けられ

る。(「戌午の密勅」)。 

〇桜田門外の変 

○久世・安藤政権 

〇長州毛利家の政界進出 

〇坂下門外の変 

  

先週のおさらいと積み残しの説明 将軍後継者問題と島津斉彬の急死の説明 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハ リ ス の 説 明 はじめに前回の振り返り 

 
 

天子に井伊大老の仮条約についての説明と 

お台場築造と軍艦の増強の説明 

 

安政の大獄の説明と桜田門外の変説明 

 
 

日米修好通商条約の 6 条の説明など 安政の五か国条約と欧米列強との自由貿易開始説明 

 
 

禁裏の近くにある水戸家の位置の説明 

以上 

修好通商条約の内容の説明と 

兵庫港の天子の反対の説明 

 


